
会場 ■ タワーホール船堀（東京都江戸川区）  
主 催 ■ 公益社団法人 日本化学会 後 援 ■ 文部科学省, 国立科学博物館, 科学技術振興機構, 日本化学工業協会, 新化学技術推進協会, 

　　　　 産業技術総合研究所, 理化学研究所, 量子科学技術研究開発機構, 物質・材料研究機構, 江戸川区

2022. 10/18(Tue.)-20(Thu.)

日本化学会秋季事業 第12回 CSJ化学フェスタ2022を、10月18日（火）～20日（木）の日程でタワーホール船堀
にて開催します。今回も驚きの企画、参加してよかったと思っていただける企画が目白押しです。皆様お誘いあわ
せのうえ、奮ってご参加下さい。

有料 無料

テーマ企画 
化学は様々な分野で科学技術の発展を牽引し、未来社会に向けたイノベーションの
主役を担っています。テーマ企画では、多様な分野で新たな価値を生み出している化学
技術や化学素材など化学に関わる研究開発の最前線から、化学の将来を担う学生に
向けたチュートリアルまで、多岐にわたる多くの魅力的なテーマを企画しています。

●1 「水素」×「触媒」で目指せ、カーボンニュートラル！
●2 プラスチックのマテリアル・ケミカルリサイクル
●3 バイオマスは貴重な資源です。有効に活用しましょう！
●4 お部屋の空気を読んで、診て、キレイに！
　～空気質の可視化と浄化の最新研究開発状況～
●5 電池はこのまま高性能化を続けられるのか？
　～カーボンニュートラルの実現に向けたレアメタルフリー化とリサイクル～
●6 マテリアルデータの共有化の試みはどこまで進んでいるのか
　～環境問題解決に向けた新素材開発を展望して～
●7 カーボンニュートラルに貢献する、すごい無機材料
●8 地球を救えるか？分解して元に戻る高分子
●9 カーボンの物性が大変身！！～異種元素ちょい足しレシピ～
●10 ワッ！環状分子が創り出す驚きの材料科学
●11 私の推しメン（面）は、みんなの未来をHappyにする！
●12 材料化学の最先端を歩み続ける濃厚分散系
●13 常識と限界を超え、新しい時代を拓くバイオのチカラ
　～限界を超える分析・観察技術～
●14 常識と限界を超え、新しい時代を拓くバイオのチカラ
　～食品製造の概念を変える人工食材とおいしさの化学～
●15 常識と限界を超え、新しい時代を拓くバイオのチカラ
　～創薬の常識を超えるクスリの作り方～
●16 いまさら聞けない光触媒
●17 人生は自分で切り開くぞ！博士取得後のキャリアプラン
●18 化学のプレゼンに役立つKNOWHOW
●19 博士課程学生オーラルセッション
●20 分離技術の最前線
　～分けましておめでとうございます！SDGsもよろしくお願いします～
●21 森林と化学の最前線～さらに活躍する自然の恵み～
●22 小さいけどすごいんです！～マイクロ流路がつくる化学工場や分析実験室～
●23 テクノロジーベンチャーが未来を創る！～化学系ベンチャー企業の挑戦2022～
●24 豊かな超高齢社会をつくろう～ヒトの命を支える化学～
●25 10年後の有機合成化学を予測せよ！
●26 Let’s Enjoy Chemistry ! ~ From Japan to World ~
　 / 日本と世界で化学を楽しもう！

産学官R&D紹介企画 
産学官の諸機関の研究開発アクティビティを紹介します。
参加機関の様々なアピールを、見て、聴いて、お楽しみ下さい。
●R&D展示ブース　●ランチタイムセッション（講演）

学生ポスター発表 
3日間で約900件のポスター発表が行われます。いずれのポスターでも産学官の研究者
と学生の熱いディスカッションが繰り広げられ、今回も優秀な発表に対してポスター発
表賞が授与されます。

参加登録のご案内
CSJ化学フェスタで実施する企画へ参加される方には有料・無料に
関わらず参加登録をお願いしています。ウェブサイトよりお申込み下さい。

https://www.csj.jp/festa/2022/

フェスタ企画参加費

*1…個人正会員・教育会員・シニア会員・法人正会員企業に所属する方が対象です。
*2…ポスター審査員の方について、審査日に限定して当日開催される企画に無料でご参加いただけます。
　　審査日以外の日程に参加される場合、参加登録をお願い致します。
*3…通常申込期間のお支払い方法はクレジットカードのみとなります。
*４…参加費の課税区分は全て課税です。

早期申込期間
8月2日～9月14日

通常申込期間
10月4日～会期当日

プログラム公開
8月2日

Web予稿集公開
9月27日

参加
区分 正会員*1 非会員 学生会員 非会員学生 ポスター審査員*2 プログラム集

（冊子版）

早期 18,000円
（税込）

30,000円
（税込）

6,000円
（税込）

8,000円
（税込）

14,000円
（税込）

2,000円
（税込）

通常*3 21,000円
（税込）

33,000円
（税込）

8,000円
（税込）

9,000円
（税込）

14,000円
（税込） 購入不可

公開講座 
●1 “きれい”をつくる化学を知ろう！明日をもっときれいに！

2022ノーベル賞解説講演
今年のノーベル賞の内容を分かり易く解説します。

コラボレーション企画
各機関からの情報発信により産学官の交流深耕、連携促進の一助とすることを
目的として、コラボレーション企画を実施します。どの企画も参加者にとって興
味深く有益な情報が得られる場ですので、積極的にご参加下さい。

●1 三井化学特別企画：
　触媒科学フォーラム～触媒科学最前線～
●2 文科省科研費学術変革領域研究（A）
　「デジタル化による高度精密有機合成の新展開」特別企画：
　破壊的イノベーションを起こすデジタル有機合成の基盤構築を目指して
●3 横浜国立大学先進化学エネルギー研究センター特別企画：
　クリーンな化学エネルギーを考える
●4 文科省科研費学術変革領域研究（B）
　「高分子材料と高分子鎖の精密分解科学」特別企画：
　高分子の分解を多方面・他分野から考える
●5 文科省科研費新学術領域研究
　「水圏機能材料：環境に調和・応答するマテリアル構築学の創成」特別企画（１）：
　水の科学と材料科学の融合
●6 文科省科研費新学術領域研究
　「水圏機能材料：環境に調和・応答するマテリアル構築学の創成」特別企画（２）：
水の理解による材料機能の創製

●7 産総研特別企画：
エース級若手研究者が開拓する資源循環技術
～サーキュラーエコノミーの実現に向けて～
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フェスタ企画…有料 公開企画…無料
※有料・無料に関わらず参加登録が必要です。

13:30-17:05
人生は自分で切り開くぞ！博士取得後の
キャリアプラン
本セッションでは、博士号を取得すると何が違うの
か、またどのような人生が描けるのかを、産学官の第
一線で活躍されているベテラン・若手研究者の方々
にご講演いただきます。講演を通じて、学生の皆さ
んが「自分が活躍する将来像」を具体的にイメージ
できるようにアドバイスを贈ります。

9:30-11:50
カーボンニュートラルに貢献する、すごい
無機材料
無機材料は、陶磁器やガラスに留まらず電気自動車
や次世代電池など、来たるカーボンニュートラル社
会の基盤を支えるテクノロジーには必要不可欠で
す。本セッションでは、環境調和型の革新的無機材
料として、触媒や水素循環、二次電池に関連する新
素材、元素戦略に基づく新奇材料など、最先端の研
究例を紹介します。の排出抑制対策や、低GWP（地
球温暖化係数）化合物開発の等の温室効果ガス対
策の最前線を紹介します。

13:30-17:25
電池はこのまま高性能化を続けられるのか？～
カーボンニュートラルの実現に向けたレアメ
タルフリー化とリサイクル～
電池に使われるリチウム、ニッケル、コバルトや白金など
のレアメタルは今後確実な需要増加が見込まれていま
すが、供給源が限られており供給不足に陥る可能性があ
ります。本セッションでは、この問題を解決する電池のリ
サイクル技術やレアメタルフリー電池の研究開発事例に
ついて紹介します。

13:30-17:30
産総研特別企画：エース級若手研究者が開拓す
る資源循環技術～サーキュラーエコノミーの実
現に向けて～
本セッションでは、資源の効率的・循環的な利用を図りつ
つ付加価値の最大化を図る循環型の経済活動であるサー
キュラーエコノミーの推進に向け、排出物質や廃棄物を資
源として活用する最先端の資源循環技術を紹介します。
従来技術の延長線上にない新しいアプローチに挑戦する
産総研の若手研究者が、思い描く未来について語ります。

10:40-12:00
2022ノーベル賞
解説講演
本年度のノー
ベル賞の内容
を分かり易く
解説します。

10:30-
10:40
開
会
式

10:00-18:00
産学官R&D紹介企画 -展示ブース-
企業や研究機関がポスターや製品サンプル・モデルの展示などで研究開発アクティビティを個性豊かに紹介します。

【出展社】 ①太陽ホールディングス(株)、②花王(株)、③(株)クレハ、④デンカ(株)、⑤新日本理化(株)、⑥Royal Society of Chemistry、⑦(株)ト
リケミカル研究所、⑧昭和電工(株)、⑨旭化成(株)、⑩味の素(株)、⑪日揮ユニバーサル(株)、⑫DIC(株)、⑬住友ベークライト(株)、⑭ロレアル リ
サーチ＆イノベーション、⑮日本ゼオン(株)、⑯ライオン(株)、⑰出光興産(株)、⑱帝人(株)、⑲ENEOS(株)、⑳(株)ADEKA、㉑信越化学工業(株)、
㉒JSR(株)、㉓日本軽金属(株)、㉔東ソー(株)、㉕三菱ケミカル(株)、㉖住友化学(株)、㉗パナソニックグループ、㉘エルゼビア・ジャパン(株)

16:00-18:00
学生ポスター発表:P3
無機化学・触媒化学・分析化学［001-
015］、有機化学［016-050］、天然
物化学・生体機能関連化学・バイオテ
クノロジー［051-078］、高分子化学
［079-101］

13:30-15:30
学生ポスター発表:P2
物理化学［001-019］、無機化学・触
媒化学・分析化学［020-034］、有機
化学［035-050］、高分子化学［051-
074］、材料化学［075-102］

10:00-12:00
学生ポスター発表:P1
無機化学・触媒化学・分析化学［001-
016］、有機化学［017-050］、錯体・有
機金属化学［051-065］、天然物化学・
生体機能関連化学・バイオテクノロジー
［066-080］、材料化学［081-100］

9:30-11:50
カーボンの物性が大変身！！～異種元素ちょ
い足しレシピ～
カーボン材料のさらなる機能化方法である異種元素
のドープは、革新的な電子・光・触媒機能を付与でき
る重要な研究戦略である。本セッションでは、異種元
素ドープ型カーボン材料の設計に最先端の有機合
成技術を駆使して挑戦されている先生方に講演い
ただき、当該分野の現状と展望を紹介します。

13:30-17:30
文科省科研費学術変革領域研究（A）「デジタ
ル化による高度精密有機合成の新展開」
特別企画：破壊的イノベーションを起こすデジ
タル有機合成の基盤構築を目指して
本学術変革領域では「実験科学と情報科学の異分野融
合」の基盤を世界に先んじて構築し、日本のモノづくり力
向上と化学産業の継続的発展の土台づくりへの貢献を目
指しています。本セッションでは、関連プロジェクトの代
表者とともに、情報科学を駆使した有機合成化学の取り
組みを基礎から応用にわたって紹介します。

13:30-17:10
文科省科研費学術変革領域研究（B） 
高分子材料と高分子鎖の精密分解科学」特
別企画：高分子の分解を多方面・他分野から
考える
文科省科研費学術変革領域研究（B）高分子材料と
高分子鎖の精密分解科学」では、高分子鎖および高
分子材料の破壊・分解・代謝を多方面から検討して
います。本セッションでは、高分子物理・高分子化学・
高分子構造・環境科学などの研究から、高分子の分
解について研究成果と今後の指針について紹介しま
す。

13:30-13:35	 開会挨拶　濱川	聡（産業技術総合研究所）
13:35-13:40	 趣旨説明　山口	有朋（産業技術総合研究所）
13:40-14:10	 サーキュラーエコノミーの実現に向けた産総研の取り組み　遠藤	明（産業技術総合研究所）
14:10-14:30	 ポリエチレンテレフタレートの常温解重合法の開発　田中	真司（産業技術総合研究所）
14:30-14:50	 イオン液体を用いた省エネCO2分離回収技術の開発　牧野	貴至（産業技術総合研究所）
14:50-15:10	 結晶構造制御から地球環境へ貢献	-吸着材で有害窒素化合物を資源化-　高橋	顕（産業技術総合研究所）
15:10-15:30	 光でプラスチックの劣化が診断可能に!?－近赤外光と機械学習による材料診断－　新澤	英之（産業

技術総合研究所）
15:45-16:05	 データ駆動科学が切り開く新時代の材料研究・開発　安藤	康伸（産業技術総合研究所）
16:05-16:25	 複雑・複合材料系へのAI技術の開拓　室賀	駿（産業技術総合研究所）
16:25-16:45	 熱プラズマプロセスで創る機能性金属ナノ粒子　平山	悠介（産業技術総合研究所）
16:45-17:05	 化学反応を利用した低温セラミック製造技術とAI活用によるプロセス開発の高速化　山口	祐貴（産

業技術総合研究所）
17:05-17:25	 低環境負荷社会構築に向けたアルミニウムの資源循環技術開発　村上	雄一郎（産業技術総合研究所）
17:25-17:30	 閉会挨拶　佐々木	毅（産業技術総合研究所）

10:30-10:40	 開会の挨拶　菅	裕明（日本化学会会長／東京大学）・加藤	隆史（化学フェスタ実行委員長／東京大学）

13:30-13:35	 開会挨拶　竹岡	裕子（上智大学）
13:35-14:15	 ポジション獲得から現在までのキャリア戦略？～人間万事塞翁が馬～　宮田	隆志（関西大学）
14:15-14:40	 企業における博士のキャリア～科学技術で未来の社会基盤を創る～　穂坂	直（住友化学（株））
14:40-15:20	 研究者、人生100年時代を愉しむ　内藤	昌信（物質・材料研究機構）
15:30-15:55	 博士号取得という一つの選択肢　相沢	美帆（東京工業大学）
15:55-16:35	 企業の博士として～海外でPh.D.取得して10年　今思うこと～　星野	耕治（ENEOS（株））
16:35-17:00	 フリータイムディスカッション
17:00-17:05	 閉会挨拶　石田	玉青（東京都立大学）

13:30-13:35	 開会挨拶　沼田	圭司（京都大学）
13:35-14:00	 ゲルの応力分布の可視化に基づく動的破壊挙動の理解　酒井	崇匡（東京大学）
14:00-14:25	 高分子ソフト材料のき裂進展のダイナミクス　浦山	健治（京都大学）
14:25-14:50	 ビニルポリマーの主鎖切断の精密設計　佐藤	浩太郎（東京工業大学）
14:50-15:15	 アニオン重合による高分子の精密合成とその解重合　石曽根	隆（東京工業大学）
15:25-15:50	 鎖切断による結晶性高分子の力学挙動変化の粗視化モデリング　畝山	多加志（名古屋大学）
15:50-16:15	 ウレタン架橋樹脂のマルチスケール光劣化解析とミクロ・メソ視点の劣化モデル　石田	崇人（名古屋大学）
16:15-16:40	 高分子材料の分解産物の生化学的特性　沼田	圭司（京都大学）
16:40-17:05	 ミジンコを用いた化学物質の生物影響の作用機序の解明　宮川	一志（宇都宮大学）
17:05-17:10	 閉会挨拶　酒井	崇匡（東京大学）

09:30-09:35	 開会挨拶　一川	尚広（東京農工大学）
09:35-10:05	 ナノチューブのヘテロ元素ちょい足し化学：精密合成・機能　池本	晃喜（東京大学）
10:05-10:35	 シクロペンタジエニル錯体のちょい足し化学：設計・合成・反応　田中	健（東京工業大学）
10:45-11:15	 ポルフィリンのちょい足しとちょい引きの化学：芳香族性をひっくり返す　忍久保	洋（名古屋大学）
11:15-11:45	 元素ブロックのちょい足し化学：光らない共役系をどうやって光らせる？実は光るとすごいんです。　

田中	一生（京都大学）
11:45-11:50	 閉会挨拶　岡本	敏宏（東京大学）

13:30-13:35	 開会挨拶　大嶋	孝志（九州大学）
13:35-14:05	 AI支援による反応制御の深化　大嶋	孝志（九州大学）
14:05-14:35	 AI支援による合成手法の深化　菅	誠治（岡山大学）
14:35-15:05	 有機合成を支援するAI手法の深化　宮尾	知幸（奈良先端科学技術大学院大学）
15:15-15:45	 低エントロピー反応空間における触媒反応：フロー反応が引き出す触媒機能の真価　宮村	浩之（東

京大学）
15:45-16:15	 デジタル有機合成で分子を作れるか？　松原	誠二郎（京都大学）
16:25-16:55	 機能性化学品製造イノベーションにおけるデジタル有機合成への期待　佐藤	一彦（産業技術総合研究所）
16:55-17:25	 有機合成におけるデータ駆動が目指す設計と創造の世界	～Reaction	Space～　船津	公人（奈良

先端科学技術大学院大学）
17:25-17:30	 閉会挨拶　菅	誠治（岡山大学）	

09:30-09:35	 開会挨拶　寺西	貴志（岡山大学）
09:35-10:05	 太陽光を利用した炭酸ガス還元触媒の開発　寺島	千晶（東京理科大学）
10:05-10:35	 カーボンニュートラル・サーキュラーエコノミーを支える革新的触媒プロセス　瀬戸山	亨（三菱ケミカ

ル（株））
10:45-11:15	 元素戦略に基づく新奇強誘電体材料の開拓　安井	伸太郎（東京工業大学）
11:15-11:45	 硫化物系全固体リチウム電池の開発　片山	秀昭（マクセル（株））
11:45-11:50	 閉会挨拶　加藤	隆（JNC（株））

13:30-13:35	 開会挨拶　四反田	功（東京理科大学）
13:35-14:15	 蓄電池（二次電池）のサステナビリティの社会実装にむけて　佐藤	岳久（経済産業省）
14:15-14:35	 イオン伝導体リチウム分離法LiSMICによる超高純度資源循環～核融合技術でカーボンニュートラル

に貢献～　星野	毅（量子科学技術研究開発機構）
14:35-15:15	 電解法を用いた固体高分子形燃料電池からの貴金属回収　金村	祥平（東芝エネルギーシステムズ（株））
15:25-16:10	 ナノ界面制御によるレアメタルフリー高性能電極の開発　本間	格（東北大学）
16:10-16:50	 ナトリウム・カリウムイオン二次電池における材料化学　久保田	圭（物質・材料研究機構）
16:50-17:20	 ポストLIBを目指した次世代マグネシウム二次電池の開発　石田	直哉（産業技術総合研究所）
17:20-17:25	 閉会挨拶　長田	実（名古屋大学）

09:30-09:35	 開会挨拶　南	豪（東京大学）
09:35-10:10	 心地よい空気を生み出す空調技術　香川	謙吉（ダイキン工業（株））
10:10-10:45	 嗅覚センサシステムの研究・開発・実証・実装　吉川	元起（物質・材料研究機構）
10:45-11:20	 触媒フィルターはすごい！イヤなにおいをとる、菌・ウイルスをやっつける！　福井	陽子（（株）NBC）
11:20-11:55	 【基調講演】バイオ蛍光法による生体ガス成分の高感度計測＆イメージング　三林	浩二（東京医科

歯科大学）
11:55-12:00	 閉会挨拶　小柳津	研一（早稲田大学）

昭和電工グループランチタイムセッション～最先端の研究開発をご紹介します～
2023年1月に新たなスタートを切る昭和電工グループの概要や目指す未来についてご紹介するとともに、各テーマの研
究開発者が登壇し実際の研究開発事例をご紹介します。参加者のご質問にもお答えしますので、ぜひご参加ください。
12:15-12:20	 昭和電工グループ概要紹介　武田	彬史（昭和電工(株)）
12:20-12:34	 多孔性配位高分子を用いた革新的CO2分離剤の開発　脇坂	拓生（昭和電工(株)）
12:34-12:48	 先端半導体パッケージ向けプロセス及び材料開発　岩田	真理子（昭和電工(株)）
12:48-13:02	 昭和電工グループの研究開発を牽引する計算科学・AI　遊間	祐一郎（昭和電工(株)）
13:02-13:05	 閉会挨拶　武田	彬史（昭和電工(株)）

13:30-13:35	 開会挨拶　植村	卓史（東京大学）
13:35-14:20	 【基調講演】革新的な分離技術がカーボンニュートラル実現に大きく貢献します　松方	正彦（早稲田大学）
14:20-14:50	 ゼオライトで地球を救う：カーボンネガティブ社会に向けての取り組み　武脇	隆彦（三菱ケミカル（株））
14:50-15:20	 MOFで制す！高分子分離の超難題　細野	暢彦（東京大学）
15:35-16:05	 ほぼ液体のCO2分離膜：イオン液体を分離媒体とするCO2分離膜の最前線　神尾	英治（神戸大学）
16:05-16:35	 革新CO2分離膜、素材の力で未来を創る　三原	崇晃（東レ（株））
16:35-17:05	 炭素資源循環のためのCO2分離回収技術　長谷川	泰久（産業技術総合研究所）
17:05-17:35	 空気から炭素原料を濾し取る分離膜とその可能性　藤川	茂紀（九州大学）
17:35-17:40	 閉会挨拶　川本	教博（（株）日本触媒）

13:30-13:35	 開会挨拶　和田	健彦（東北大学）
13:35-14:20	 【基調講演】限界を超える極微小空間の分析技術　馬場	嘉信（名古屋大学）
14:20-14:50	 極微細空間を作り出す素材技術を活用した診断応用デバイス　木原	直人（AGC（株））
14:50-15:20	 量子ビームによる常識を超えるバイオデバイスの開発　大山	智子（量子科学技術研究開発機構）
15:40-16:25	 【基調講演】速さの限界を超えたAFMで見えてくる生体分子の動き　岡田	孝夫（（株）生体分子計測研究所）
16:25-16:55	 光で生命のナノ領域を観る超解像蛍光顕微鏡　福井	達雄（（株）ニコンソリューションズ）
16:55-17:25	 新たなバイオ/ケミカルイメージングを切り開く近接場顕微鏡による超解像分光テクノロジー　石原	

あゆみ（日本カンタム・デザイン（株））
17:25-17:30	 閉会挨拶　田中	賢（九州大学）

デンカ株式会社ランチタイムセッション～世界の環境に貢献するデンカのカーボンニュートラルへの取組み～
Denkaは、無機・有機・バイオと幅広い分野でグローバルに展開する総合化学メーカーです。本セッションでは当社の概
要と、近年注力している「持続可能な社会づくりへの取組み」事例を紹介します。一例として①100年の歴史を誇る自家
水力発電所、②二酸化炭素を吸収する画期的なセメント系材料を紹介予定です。
12:15-12:35	 デンカの製品群とオープンイノベーションによる研究開発　山下	智弘（デンカ(株)）
12:35-13:00	 世界の環境に貢献するデンカのカーボンニュートラルへの取組み　後藤	陽介（デンカ(株)）・宇城	将

貴	(デンカ(株))

13:30-17:30
常識と限界を超え、新しい時代を拓くバイオの
チカラ～限界を超える分析・観察技術～
Withコロナ時代の到来に向けて、常識と限界を超える化
学とバイオのチカラが必要とされています。分析・観察
技術の限界突破から見えてくるバイオの世界は、私達の
想像を遥かに超えていることがあります。本セッションで
は、微小空間分析・高解像度観察技術によって明らかに
なった新たな生命の化学について紹介します。

12:15-13:05

R&Dランチタイムセッション（講演）

9:30-12:00
お部屋の空気を読んで、診
て、キレイに！～空気質の可視
化と浄化の最新研究開発状況～
日本では日常的に「空気」が読める・読めないという
言葉をよく使います。なかなか空気を読むのは難し
いですが、いま皆さんが吸っているお部屋の空気を
化学的に診ることができ、さらにキレイにすることが
できたら素敵ですよね。本セッションでは、空気質の
可視化・浄化技術に関する最新研究開発状況を紹介
します。

13:30-17:40
分離技術の最前線～分けましておめでとうござ
います！SDGsもよろしくお願いします～
混合物から有用な物質を選別し、不要物を取り除く「分離
プロセス」は化学コンビナートにおける40％ものエネル
ギーを消費すると言われています。持続可能な社会の実現
に向け、省エネ・リサイクル・地球温暖化など喫緊の課題解
決においても極めて重要な分離技術の最前線を講演して
いただきます。

12:15-13:05

R&Dランチタイムセッション（講演）



10月19日（水）
会 場 09 10 11 12 13 14 15 16 17

5
F
A会場
[小ホール]

4
F

B会場
[リハーサル室]

C会場
[研修室]

2
F

D会場
[蓬莱]

E会場
[瑞雲]

F会場
[平安]

G会場
[福寿]

H会場
[桃源]

1
F

産学官R&D
展示会場
[展示ホール]

ポスター
会場

09 10 11 12 13 14 15 16 17
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9:30-12:00
テクノロジーベンチャーが未来を創る！～
化学系ベンチャー企業の挑戦2022～
日本においても、独自のコアテクノロジーを有す
る化学系ベンチャー企業が専門性の高い知識を
活かし、将来世界を変える可能性のある革新的
な技術を日々研究しています。本セッションでは
要素技術から機能性マテリアルまで、未来を創
る革新的なソリューションを提供する化学系ベン
チャー企業の皆様より講演していただきます。

13:30-18:00
森林と化学の最前線～さらに活躍する自然の恵み～
世界的なカーボンニュートラルの流れを受け、木材や木材加工
品はカーボンストックとして多業界から注目されています。この
ような背景のもと、国土の70%が森林である日本では、優位性
の高い木材研究が進行中です。本セッションでは、木材および
木材を生産する森林を取り巻く、化学的な取り組みについて紹
介します。

9:30-17:15
地球を救えるか？分解して元に戻る高分子
高分子材料は合成技術の発展とともに進化してきましたが、昨今、海洋プラスチックなどの分解しづらい高分子材
料が問題視されています。本セッションでは、分解することによってリサイクル可能な高分子に関して全般を概説
いただくとともに、精密分解性高分子、生分解性高分子について講演していただきます。

9:30-12:00
「水素」×「触媒」で目指せ、
カーボンニュートラル！
カーボンニュートラル実現のため、幅広い分野の
脱炭素化に貢献できる「水素」が非常に注目を集
めています。水素の社会実装に向けて、水素を製
造、輸送・貯蔵、利用する上で大きなカギとなるの
は「触媒」です。本セッションでは、「水素」×「触
媒」をキーワードに、関連動向ならびに最先端の
研究について紹介します。

13:30-17:30
材料化学の最先端を歩み続ける濃厚分散系
最先端の2次電池、導電材料などの製造には、微粒子の
濃厚分散系が欠かせないものになっています。こうした
分散系の構築はこれまでノウハウが支配していました
が、科学の目を通すことで新しい展開が見えてきました。
本セッションでは、先端材料化学に貢献する微粒子濃
厚分散系の科学について皆様と議論する機会を設けま
す。

13:30-17:30
三井化学特別企画　触媒科学フォーラム～触媒
科学最前線～
三井化学は「地球環境との調和の中で、材料・物質の変革
と創出を通して広く社会に貢献する」ことを目指しており、
ものづくりの基盤技術である触媒科学の発展に向けて触
媒科学フォーラムを開催いたします。触媒科学の第一線で
ご活躍の先生方による招待講演・2022年三井化学触媒
科学賞受賞者より最先端の触媒技術を紹介いただきます。

9:30-12:00
文科省科研費新学術領域研究「水圏機能材料：
環境に調和・応答するマテリアル構築学の創
成」特別企画（１）：水の科学と材料科学の融合
本新学術領域研究では、「水」の存在下において環境と
調和・相互作用しながら機能を発現する材料を「水圏機
能材料」と定義し、「水」と「材料」の相互作用を分子レ
ベル・ナノ集合レベルでとらえて、新しいマテリアル構築
学を創成します。特別企画（１）では材料中に存在する水
そのものを様々な角度から観察した研究を紹介します。

9:30-17:40
博士課程学生オーラルセッション
本セッションは、化学フェスタでポスター発表する博士課程学生に、普段の学会発表とは異なる、産業界を含めた異分野
の人へ自分の研究を口頭発表で広くアピールできる場を提供します。博士学生を中心とした、産学官の立場・世代を越え
た交流を目指します。優秀な発表には「CSJ化学フェスタ博士オーラル賞」を授与します。

9:30-17:45
マテリアルデータの共有化の試みはどこまで進んでいるのか～環境問題解決に向けた新素材開発
を展望して～
マテリアルズ・インフォマティクス（MI）を有効活用するためには、マテリアルのデータベースの整備と大学や企業等が個
別に持つデータ資源の共有化に関する課題があります。本セッションでは、これらの課題を克服する手段と、MIによる今
後の環境問題解決に向けた新素材開発について講演していただきます。

10:00-12:00
学生ポスター発表:P4
有機化学［001-035］、錯体・有機金
属化学［036-050］、天然物化学・
生体機能関連化学・バイオテクノロ
ジー［051-066］、高分子化学［067-
086］、材料化学［087-101］

13:30-15:30
学生ポスター発表:P5
無機化学・触媒化学・分析化学［001-
019］、有機化学［020-035］、錯体・有
機金属化学［036-050］、天然物化学・
生体機能関連化学・バイオテクノロジー
［051-074］、材料化学［075-102］

16:00-18:00
学生ポスター発表:P6
物理化学［001-021］、無機化学・触
媒化学・分析化学［022-050］、有機
化学［051-070］、高分子化学［071-
085］、材料化学［086-101］

09:30-09:35	 開会挨拶　加藤	隆史（東京大学）
09:35-09:45	 「水圏機能材料」特別企画のご紹介　髙島	義徳（大阪大学）
09:45-10:01	 水和挙動解析と化学結合型表面修飾による新規水圏ゲル材料創出　網代		広治（奈良先端科学技術大学

院大学）
10:01-10:17	 環境に応答して自己組織化する水圏機能ポリマーミセル材料の創成　寺島	崇矢（京都大学）
10:17-10:33	 水圏機能材料の内部で発生する力を可視化する超分子メカノフォアの開発　相良		剛光（東京工業大学）
10:33-10:49	 カルボン酸側鎖を有するポリ置換メチレンの分子設計による水圏機能制御　松本		拓也（神戸大学）
10:56-11:12	 自己集合性ナノ水圏の理解とモルフォロジー制御　原	光生（名古屋大学）
11:12-11:28	 大環状化合物の特異的ナノ空間を利用する水・イオン輸送のための水圏機能材料の開発　河野		慎一郎

（名古屋大学）
11:28-11:44	 ニッケル錯体塩によるアンバイポーラー型電荷輸送性薄膜の開発と水圏活用による展開　藤野		智子

（東京大学）
11:44-12:00	 球面π共役系を用いた実験系水和モデルの創出　橋川		祥史（京都大学）

13:30-13:40	 開会挨拶　柴田	真吾（三井化学（株））
13:40-14:20	 【三井化学触媒科学賞	受賞講演】Transition	Metal	Catalyzed	Reactions	for	Organic	

Synthesis　Melanie	Sanford（University	of	Michigan,	U.S.A.）
14:20-15:00	 【招待講演】Cooperative	Catalysis	for	Transformations	of	Unreactive	Bonds	and	

Molecules　鷹谷	絢（東京工業大学）
15:00-15:40	 【三井化学触媒科学奨励賞	受賞講演】Photoenzymatic	Catalysis	–	Using	Light	to	Reveal	New	

Enzyme	Functions　Todd	Hyster（Cornell	University,U.S.A.）
15:55-16:35	 【招待講演】Mechanism	of	Heterogeneous	Catalysis	Clarified	by	Surface	Science	

Technique　中村	潤児（九州大学）
16:35-17:15	 【三井化学触媒科学奨励賞	受賞講演】Harnessing	Non-Covalent	Interactions	to	Address	

Selectivity	Challenges	in	Catalysis　Robert	Phipps	（University	of	Cambridge,	U.K.）
17:15-17:25	 三井化学	触媒科学賞・触媒科学奨励賞　授賞式
17:25-17:30	 閉会挨拶　橋本	修（三井化学（株））

09:30-09:35	 開会挨拶　後藤	雄作（DIC（株））
09:35-10:10	 【基調講演】水素エネルギー関連触媒技術の最新動向と未来　関根	泰（早稲田大学）
10:10-10:45	 水素を安価に大量に：水電解触媒反応の基礎と応用　高鍋	和広（東京大学）
10:45-11:20	 エネルギーキャリア	“アンモニア”	から水素を取り出す触媒技術　永岡	勝俊（名古屋大学）
11:20-11:55	 水素と二酸化炭素から合成燃料を製造する触媒技術　里川	重夫（成蹊大学）
11:55-12:00	 閉会挨拶　山口	和也（東京大学）

13:30-13:35	 開会挨拶　武田	真一（武田コロイドテクノ・コンサルティング（株））
13:35-14:15	 金属ナノ粒子濃厚分散系の安定構築　米澤	徹（北海道大学）
14:15-14:55	 ナノ粒子の粒子径・凝集の測定　森	哲也（（株）堀場製作所）
14:55-15:35	 無機粒子分散のためのビーズミルの原理と科学　五十嵐	章裕（アイメックス（株））
15:45-16:45	 【基調講演】濃厚分散系をつかさどる液相中の固体表面相互作用　石田	尚之（岡山大学）
16:45-17:25	 モノづくりに役立つ濃厚系スラリーの物性数値化　中西	祐司（（株）住化分析センター）
17:25-17:30	 閉会挨拶　米澤	徹（北海道大学）

09:30-09:35	 開会挨拶　田中	敬二（九州大学）
09:35-10:05	 銀めっき導電性繊維とウェアラブルIoTソリューションを世界へ　三寺	歩（ミツフジ（株））
10:10-10:40	 タンパク質構造を利用した分子標的『農薬』の開発　西ヶ谷	有輝（（株）アグロデザイン・スタジオ）
10:45-11:15	 グラフェン材料の開発と事業化　村松	一生（（株）インキュベーション・アライアンス）
11:20-11:50	 マイクロ波による樹脂成形技術　大町	駿介（（株）micro-AMS）
11:55-12:00	 閉会挨拶　田中	敬二（九州大学）

13:30-13:35	 開会挨拶　北	憲一郎（産業技術総合研究所）
13:35-14:10	 【基調講演】森と木の価値を最大化する研究開発　磯田	信賢（住友林業（株））
14:10-14:45	 木材の寸法安定性向上に向けた化学改質処理技術の開発　松永	正弘（森林研究・整備機構）
14:45-15:20	 高効率プロセス技術による木材の高機能化と超塑性加工　阿部	充（産業技術総合研究所）
15:20-15:55	 植物性コンクリート：自然の恵みを無駄にしない建設材料を目指して　酒井	雄也（東京大学）
16:10-16:45	 木材からできる透明な紙「セルロースフィルム」で考えるカーボンニュートラル　花市	岳（フタムラ化学（株））
16:45-17:20	 木材から１段階の反応で３種類の高分子機能性材料を一挙に分離製造する技術　上高原	浩（京都大学）
17:20-17:55	 キノコに潜む奇妙な機能～真菌シトクロムP450活用術～　一瀬	博文（九州大学）
17:55-18:00	 閉会挨拶　宍戸	厚（東京工業大学）

09:30-09:35	 開会挨拶　知野	圭介（ENEOS（株））
09:35-10:05	 高分子の環境分解と安定性　高原	淳（九州大学）
10:05-10:35	 精密重合による制御された分解が可能な高分子の合成　青島	貞人（大阪大学）
10:45-11:15	 熱分解で使用済タイヤからタイヤ素原料へ	"つくる、タイヤからタイヤへの世界"　北條	将広（（株）ブリヂストン）
11:15-11:45	 電子レンジで原料モノマーに戻るプラスチック　木谷	径治（マイクロ波化学（株））
13:30-14:00	 使用中は分解せず、使用後には直ちに漂白剤で分解できるプラスチック　木原	伸浩（神奈川大学）
14:00-14:30	 分解して剥がせる接着剤　松本	章一（大阪公立大学）
14:30-15:00	 地球を救えるか？生分解性プラスチックの現状と今後の方向性　舟橋	龍之介（（株）三菱総合研究所）
15:00-15:30	 海洋生分解性プラスチックが拓くクリーンアースな未来～海洋生分解性プラスチックの開発ストラテジー～　

粕谷	健一（群馬大学）
15:40-16:10	 外部刺激で吸水し生分解する不思議なバイオプラスチック　金子	達雄（北陸先端科学技術大学院大学）
16:10-16:40	 生分解材料からなる両親媒性高分子の開発と自己集合挙動　吉田	勝（産業技術総合研究所）
16:40-17:10	 植物由来生分解性バイオポリマーで地球を健康に～生分解の秘密と開発ストーリー～　有川	尚志（（株）カネカ）
17:10-17:15	 閉会挨拶　岡本	敏宏（東京大学）

09:30-09:35	 開会挨拶　小柳津	聡（旭化成（株））
09:35-10:15	 欲しい性能から材料・プロセスをデザインする～MInt：金属構造材料の取り組み～　出村	雅彦（物質・材

料研究機構）
10:15-10:55	 生命科学・医薬開発におけるプライバシ保護技術の活用　清水	佳奈（早稲田大学）
10:55-11:35	 超超プロジェクトからデータ駆動型材料設計技術利用推進コンソーシアムへ　時崎	高志（産業技術総合研究所）
13:30-14:10	 マテリアル先端リサーチインフラ事業におけるデータアーキテクチャ～利活用を考慮したデータ構造化の

進め方～　松波	成行（物質・材料研究機構）
14:10-14:50	 共通データフォーマットの複合解析やMIへの展開と普及に向けて　井上	信介（（株）島津製作所）
14:50-15:30	 MIにおけるデータベース運用の実例　森田	秀和（（株）日立製作所）
15:40-16:20	 電子状態インフォマティクスによるガス吸収性イオン液体の最適化　森	寛敏（中央大学）
16:20-17:00	 AI-Robot	システムを導入した自律的な機能性材料開発　清水	亮太（東京工業大学）
17:00-17:40	 データベースとAIでバイオプロダクションが加速する　近藤	昭彦（神戸大学）
17:40-17:45	 閉会挨拶　沼田	圭司（京都大学）

09:30-09:35	 開会挨拶　林	剛介（名古屋大学）
09:35-10:10	 頑張って若さを保とう！老化とタンパク質分解　佐伯	泰（東京都医学総合研究所）
10:10-10:45	 5-アミノレブリン酸（5-ALA）を用いたサプリメントや医薬品の開発　小倉	俊一郎（東京工業大学）
10:45-11:20	 バイオインフォマティクスで長寿の原因を炙り出し、治療標的を探索する　池松	真也（沖縄工業高等専門学校）
11:20-11:55	 家族との暮らしを守る！統合失調症の理解と予防　新井	誠（東京都医学総合研究所）
11:55-12:00	 閉会挨拶　廣原	志保（宇部工業高等専門学校）

13:30-13:35	 開会挨拶　橋詰	峰雄（東京理科大学）
13:35-14:10	 画像解析が拓く全固体電池界面の高性能化　矢田	千宏（トヨタ自動車（株））
14:10-14:45	 界面デザインによる積層セラミックスコンデンサの高機能化　池田	潤（（株）村田製作所）
14:45-15:20	 MIを活用した界面・表面の構造決定と物性の予測　溝口	照康（東京大学）
15:30-16:05	 シミュレーションが明かす樹脂-金属間の接着メカニズム　吉澤	一成（九州大学）
16:05-16:40	 分子シミュレーションが明かす複雑界面の構造とダイナミクス　石山	達也（富山大学）
16:40-17:15	 バイオインターフェースを活用した次世代医療材料創製とバイオデバイス開発　高井	まどか（東京大学）
17:15-17:20	 閉会挨拶　小柳津	聡（旭化成（株））

新日本理化株式会社ランチタイムセッション～新日本理化株式会社R&Dセンター～
2021年5月に竣工したR&Dセンターのコンセプトは「解放」「融合」「挑戦」です。新たな価値の創造拠点として、イノベーショ
ンを創出し、社会活動の解決に挑戦しています。その中で、環境に配慮した2製品、製品サイクルタイムの向上で生産効率UP
と省エネを実現する新規結晶核剤と、100%植物油由来エステルの開発を紹介します。
12:15-12:30	 新日本理化株式会社　R&Dセンター紹介ビデオ
12:30-12:45	 ポリオレフィン樹脂向け新規結晶核剤の開発　岩崎	祥平（新日本理化（株））
12:45-13:00	 100%植物由来エステルの開発　植野	菜摘（新日本理化（株））

09:30-09:35	 開会挨拶　山本	政宏（TOTO（株））
09:35-10:20	 【基調講演】おいしさを化学で評価する　亀山	眞由美（農業・食品産業技術総合研究機構）
10:20-10:50	 スパイスの香り・広がりを化学のチカラで解明する　佐川	岳人（エスビー食品（株））
11:00-11:30	 ビールの香りの‘構造’を解き明かす　岸本	徹（独立行政法人酒類総合研究所）
11:30-12:00	 舐めると味がするテレビ！塩味を1.5倍にする箸？「テレイート」のさらに先にある未来　宮下	芳明（明治大学）
13:30-14:15	 【基調講演】食肉	3.0	時代に向けた培養肉研究のすすめ　竹内	昌治（東京大学）
14:15-14:45	 魚の細胞から健康な脂を作り出す　杉井	重紀（シンガポール科学技術研究庁（A*STAR））
14:45-15:15	 化学の力でおいしさを創る-kokumi 物質の受容機構と官能特性　北島	誠司（味の素（株））
15:25-15:55	 持続可能な循環型タンパク質としての食用コオロギの可能性　渡邉	崇人（徳島大学）
15:55-16:25	 食品分野にひろがるゲノム編集技術　野村	渉（広島大学）
16:25-16:55	 肉を科学する　冨田	眞巳（（株）島津製作所）
16:55-17:00	 閉会挨拶　松崎	典弥（大阪大学）

花王株式会社ランチタイムセッション～生活を支えるヘアケア技術と製品の開発～
花王では、お客様の生活を支える技術を開発し、数多くの製品を市場に提案しています。本セッションでは、ヘアケアに関わる
新しい技術がどのように開発され、製品に応用されてきたのか、毛髪の「なめらかさ」を持続する技術と「黒髪メラニンのもと」
を用いた髪色の制御技術を例に、担当する研究員が紹介します。
12:15-12:20	 花王の研究開発活動紹介　山田	泰司（花王(株)）
12:20-12:40	 ダメージ状態によらずなめらかな指通りを持続させる毛髪改質技術　江澤	佑介（花王(株)）
12:40-13:00	 「黒髪メラニンのもと」を応用した白髪染めの開発　島津	綾子（花王(株)）
13:00-13:05	 閉会挨拶　山田	泰司（花王(株)）

9:30-17:00
常識と限界を超え、新しい時代を拓くバイオのチカラ～食品製造の概念を変える人工食材
とおいしさの化学～
Withコロナ時代の到来に向けて、食品製造にも常識と限界を超える化学とバイオのチカラが必要とされて
います。昆虫食、代替肉から培養肉まで食材が飛躍的に進化し、おいしさも進化しています。本セッションで
は、次世代の食材とおいしさの化学の最先端の研究について講演していただきます。

12:15-13:05

R&Dランチタイムセッション（講演）

9:30-12:00
豊かな超高齢社会をつくろう
～ヒトの命を支える化学～
日本は2010年に65歳以上の高齢者の割合が総
人口の21%を超えた「超高齢社会」を迎え、世界
で最も高齢者人口の割合が高い国となっていま
す。本セッションでは、豊かな超高齢社会をつくる
ための、最先端の医学・薬学研究、生命化学研究
および食品研究のトピックと展望を、アカデミア研
究者の皆様より講演していただきます。

13:30-17:20
私の推しメン（面）は、みんなの未来を
Happyにする！
乗り物、電化製品、医療器具などに利用され世界の
人々の未来を支えると期待される様々な材料の表面・
界面に注目し、本セッションでは、それらの作製・計測・
シミュレーションなどに関する最新の話題を紹介しま
す。また、それら表面・界面がなぜ魅力的なのか、研究
者たちの熱い想いを交えながらわかりやすく解説しま
す。

12:15-13:05

R&Dランチタイムセッション（講演）

10:00-18:00
産学官R&D紹介企画 -展示ブース-
企業や研究機関がポスターや製品サンプル・モデルの展示などで研究開発アクティビティを個性豊かに紹介します。

【出展社】 ①太陽ホールディングス(株)、②花王(株)、③(株)クレハ、④デンカ(株)、⑤新日本理化(株)、⑥Royal Society of Chemistry、⑦(株)ト
リケミカル研究所、⑧昭和電工(株)、⑨旭化成(株)、⑩味の素(株)、⑪日揮ユニバーサル(株)、⑫DIC(株)、⑬住友ベークライト(株)、⑭ロレアル リ
サーチ＆イノベーション、⑮日本ゼオン(株)、⑯ライオン(株)、⑰出光興産(株)、⑱帝人(株)、⑲ENEOS(株)、⑳(株)ADEKA、㉑信越化学工業(株)、
㉒JSR(株)、㉓日本軽金属(株)、㉔東ソー(株)、㉕三菱ケミカル(株)、㉖住友化学(株)、㉗パナソニックグループ、㉘エルゼビア・ジャパン(株)
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フェスタ企画…有料 公開企画…無料
※有料・無料に関わらず参加登録が必要です。

10:00-17:50
10年後の有機合成化学を予測せよ！
有機合成化学はこれまでに革新的な分子や材料を生み出し、私達の生活に貢献してきました。さらに10年後にはど
んな有機合成化学が活躍しているのか楽しみですね。様々な分野で活躍されている講師陣に最先端の有機化学を
紹介していただくとともに、未来の有機合成化学を予測してみます。

9:30-12:00
バイオマスは貴重な資源です。有効に活
用しましょう！
バイオマスは生物から生まれた貴重な資源です。
バイオマスを燃料や原料として活用する際にたと
え二酸化炭素を排出したとしても、全体で見れば
カーボンニュートラルが達成できます。本セッショ
ンでは、バイオマスをうまく活用するための最新
の研究動向を紹介するとともに、LCAの観点から
もバイオマスについて考察します。

13:30-16:30
Let’s Enjoy Chemistry ! ~ From Japan to 
World ~ / 日本と世界で化学を楽しもう！
This	is	the	5th	English	session	for	international	
researchers	in	CSJ	Chemistry	Festa.	The	organizing	
committee	welcomes	both	international	and	
Japanese	researchers,	postdocs,	and	students	who	
want	to	be	active	in	not	only	Japan	but	also	global	
stage	of	chemistry.	The	international	academic	and	
industrial	researchers	who	have	international	career	
will	give	special	invited	talks	including	their	research	
works,	motivations,	and	advices	for	you.

9:30-11:50
ワッ！環状分子が創り出す驚きの材料科学
環状構造を持つ分子は、その骨格やナノ空間に由
来する機能をいかして私たちの身の回りで活躍し
ています。また最近では、新しい環状分子が次々
と生み出され、興味深い性質が数多く報告されて
います。本セッションでは、環状分子の産業応用
や新規環状分子の創製に焦点をあて、環状分子
の可能性について議論します。

13:30-17:30
横浜国立大学先進化学エネルギー研究セン
ター 特別企画：クリーンな化学エネルギーを
考える
持続可能な開発目標の達成に向けてクリーンエネル
ギーを基盤としたエネルギーシステムが注目されていま
す。本セッションでは、電気エネルギーを化学エネルギー
として貯蔵するという視点から、先進化学エネルギー研
究センターのターゲットであるグリーン水素、蓄電池につ
いて紹介します。

13:30-17:35
“きれい”をつくる化学を知ろう！明日をもっとき
れいに！
“きれい”をつくるための化学は私たちの身の回りにたくさ
ん存在します。快適で清潔な住環境づくりや健康的な美容
づくりについて専門の先生から分かり易くお話ししていた
だきます。汚れの落とし方やきれいにするためのしくみを
知ることで明日がもっときれいになることでしょう！多くの
方のご参加をお待ちしています。

9:30-12:00
文科省科研費新学術領域研究「水圏機能材料：
環境に調和・応答するマテリアル構築学の創
成」特別企画（２）：水の理解による材料機能の
創製　
本新学術領域研究では、「水」の存在下において環境と
調和・相互作用しながら機能を発現する材料を「水圏機
能材料」と定義し、「水」と「材料」の相互作用を分子レ
ベル・ナノ集合レベルでとらえて、新しいマテリアル構築
学を創成いたします。特別企画（２）では水との調和によ
り発現される材料機能について紹介します。

13:30-18:00 
小さいけどすごいんです！～マイクロ流路がつくる化
学工場や分析実験室～
マイクロ化学技術は、マイクロスケールの流路や空間の中で、
混合、反応、分離、検出、合成などを行う技術です。工場での生
産プロセスや実験室での分析操作をマイクロ化することで、反
応効率やエネルギー効率を向上できます。本セッションでは、マ
イクロ化学技術の最先端と将来展望を紹介します。

9:30-12:00
化学のプレゼンに役立つKNOWHOW
自分の研究や仕事の成果を正しく評価してもらうた
めには、高度な内容でもわかりやすく、また注目さ
れ、外に向けて発信することが重要です。本セッショ
ンでは、データのシミュレーションやグラフの見せ方
およびスライドの構成など、プレゼンテーションを魅
力的にする様々な方法と、論文執筆から掲載までの
流れを講師の先生方に紹介していただきます。

13:30-17:15 
いまさら聞けない光触媒
「光触媒」「人工光合成」などの用語を目にする機会が
増えています。無尽蔵の太陽エネルギーが利用できる点
や、光反応では熱反応と比べて反応性・選択性が大きく
変えられる点などから着目されている科学技術です。本
セッションでは、光触媒の基礎から最先端の研究動向に
ついて紹介します。

10:00-12:00
学生ポスター発表:P7
物理化学［001-015］、無機化学・触
媒化学・分析化学［016-030］、有機
化学［031-050］、高分子化学［051-
078］、材料化学［079-102］

13:30-15:30
学生ポスター発表:P8
無機化学・触媒化学・分析化学［001-
024］、有機化学［025-050］、天然
物化学・生体機能関連化学・バイオテ
クノロジー［051-074］、高分子化学
［075-102］

16:00-18:00
学生ポスター発表:P9
有機化学［001-020］、錯体・有機金
属化学［021-050］、天然物化学・生
体機能関連化学・バイオテクノロジー
［051-080］、材料化学［081-100］

09:30-09:46	 水圏分子集積に基づく二次元材料のボトムアップ合成　原野	幸治（物質・材料研究機構）
09:46-10:02	 水中の分子・イオンと選択的に相互作用する水圏機能性炭素材料の開発　仁科	勇太（岡山大学）
10:02-10:18	 水素結合と配位結合を駆使した超分子的アプローチに基づく水圏機能材料の創出　中村	貴志

（筑波大学）
10:18-10:34	 水圏機能材料の励起ダイナミクス制御　羽會部	卓（慶應義塾大学）
10:44-11:00	 セルロース系分子集合体の集合・水和構造の制御と水圏バイオ機能材料の構築　芹澤	武（東

京工業大学）
11:00-11:16	 様々な末端構造をもつ水圏デンドリマーの水和挙動とＤＤＳ機能との相関　児島	千恵（大阪公立大学）
11:16-11:32	 生体分子との相互作用制御を実現する革新的な温度応答型水圏機能材料の創製　長瀬	健一

（慶應義塾大学）
11:32-11:48	 エントロピー抑制に基づくスマート水圏機能材料の設計と動的分子結合能制御　宮田	隆志（関西大学）
11:48-11:53	 閉会挨拶　髙島	義徳（大阪大学）

13:30-13:35	 開会挨拶　辻	一誠（日揮ユニバーサル（株））
13:35-14:15	 汚れが落ちるしくみと洗浄に役立つ化学のパワー　大矢	勝（横浜国立大学）
14:15-14:55	 菌、カビ、ウイルスを知る・防ぐための科学　澤井	淳（神奈川工科大学）
14:55-15:35	 住まいの空気環境を知ろう！～健康的に住む工夫～　鈴木	規道（千葉大学）
15:45-16:20	 オーラルケアで感染症予防？コロナ禍でのニューノーマルなオーラルケアのススメ　城	隆太郎

（ライオン（株））
16:20-16:55	 美肌をつくる化学～お肌に役立つ化粧品の基礎知識～　関根	知子（（株）資生堂）
16:55-17:30	 美しい髪のひみつとそれを叶える化学　今井	愛美（花王（株））
17:30-17:35	 閉会挨拶　新倉	史也（ライオン（株））

10:00-10:05	 開会挨拶　田中	克典（理化学研究所）
10:05-10:35	 今後の触媒反応の進化　河内	卓彌（慶應義塾大学）
10:35-11:05	 資源を有効活用する触媒合成化学　中島	裕美子（産業技術総合研究所）
11:05-11:30	 創薬現場におけるフロー合成の取組みと今後の展望　鈴木	雅士（杏林製薬（株））
11:30-12:00	 理解して次に繋げる有機合成化学　山中	正浩（立教大学）
13:30-14:00	 未来を予想する有機合成化学　長田	裕也（北海道大学）
14:00-14:25	 AIが導く未来の創薬有機化学　青木	一真（第一三共（株））
14:25-14:55	 若手ー中堅が進むべき今後のケミカルバイオロジー　築地	真也（名古屋工業大学）
14:55-15:25	 生体内での有機合成化学による次世代医療　プラディプタ	アンバラ（東京工業大学）
15:25-15:50	 創薬研究の動向と新規モダリティ　森	聖寿（協和キリン（株））
16:00-16:30	 天然物合成化学が環境問題に貢献する未来　難波	康祐（徳島大学）
16:30-17:00	 生物に作らせる未来の天然物合成化学　渡辺	賢二（静岡県立大学）
17:00-17:45	 天然物化学がこれから進むべき道　千田	憲孝（慶應義塾大学）
17:45-17:50	 閉会挨拶　池本	晃喜（東京大学）

09:30-09:35	 開会挨拶　山口	和也（東京大学）
09:35-10:05	 脱石油につながる天然由来資源の有効活用～バイオマスプロダクトツリー構想～　新井	隆（金沢大学）
10:05-10:35	 海洋性藻類を中心とした地域バイオマスリファイナリー　恩田	歩武（高知大学）
10:45-11:15	 グラフト触媒を利用した廃食油からの効率的バイオディーゼル合成　植木	悠二（量子科学技術

研究開発機構）
11:15-11:55	 ライフサイクル思考の観点からバイオマス資源を考える　菊池	康紀（東京大学）
11:55-12:00	 閉会挨拶　奥山	泰世（出光興産（株））

13:30-13:35	 Opening	Remarks　Yuya	Oaki	（Keio	University）
13:35-14:00	 Hybrid	Materials	for	Multiple	purposes～My	Special	Bonds	to	Japan～　Regis	

Guegan（Waseda	University）
14:00-14:25	 Contribution	to	Society	with	Chemistry　Yu-I	Hsu（Osaka	University）
14:35-14:55	 Painting	My	Academic	and	Professional	Career	Adventure	in	Japan	and	the	

World　David	Kuo（BASF	Japan	Ltd.,）
14:55-15:15	 A	Tale	of	Celebration	of	2020	Olympics	in	Chemistry	in	Japan!　Sougata	Datta

（Chiba	University,）
15:15-15:35	 The	Great	World	in	Small	Scale～My	Research	and	Study	in	Japan～　Yue	Shi

（Nagoya	University,）
15:45-16:05	 Developing	a	Global	Mindset	~1.5	Years	Research	Experiences	in	the	Texas	

Medical	Center~　Tomoyuki	Naoi（Kyowa	Kirin	Co.,	Ltd.）
16:05-16:25	 Metal-Organic	Framework	for	Dialysis-Related	Applications~Unpredicted	

Journey	towards	a	Ph.D.	Degree~　Satoshi	Kato（Asahi	Kasei	corporation,）
16:25-16:30	 Closing	Remarks　Takuya	Yamaguchi（BASF	Japan	Ltd.,）

09:30-09:35	 開会挨拶　内田	淳也（東京大学）
09:35-10:05	 引っ張ると頑丈になる自己補強ゲル：環動架橋点が誘起する伸長誘起結晶化　眞弓	皓一（東京大学）
10:05-10:35	 ピラーアレーンを基盤とする分子空間材料　生越	友樹（京都大学）
10:45-11:15	 カリックスアレーン構造を利用した熱硬化性樹脂開発　米川	盛生（大阪産業技術研究所）
11:15-11:45	 シクロデキストリン消化管ケミストリー　寺尾	啓二（（株）シクロケム）
11:45-11:50	 閉会挨拶　沼田	圭司（京都大学）

13:30-13:40	 開会挨拶　渡邉	正義（横浜国立大学）
13:40-14:10	 【招待講演】クリーンエネルギー利用のための蓄電池最前線　金村	聖志（東京都立大学）
14:10-14:35	 リチウムイオン電池用次世代高容量電池正極の最前線　藪内	直明（横浜国立大学）
14:35-15:00	 リチウムイオン電池用メソポーラス材料の設計　稲垣	怜史（横浜国立大学）
15:00-15:25	 Li-S電池性能に及ぼす電解液の効果　上野	和英（横浜国立大学）
15:35-16:00	 アルカリ水電解グリーン水素生成における酸素極の設計　黒田	義之（横浜国立大学）
16:00-16:30	 【招待講演】ENEOSのカーボンニュートラル戦略と水素キャリアの役割　佐藤	康司（ENEOS

（株））
16:30-16:55	 固体高分子形燃料電池の究極の酸素還元触媒を求めて　石原	顕光（横浜国立大学）
16:55-17:20	 水電解槽内のマルチスケール物質輸送シミュレーション　荒木	拓人（横浜国立大学）
17:20-17:30	 閉会挨拶　跡部	真人（横浜国立大学）

09:30-09:35	 開会挨拶　廣原	志保（宇部工業高等専門学校）
09:35-10:10	 受け手に優しいプレゼン資料のためのデザインの基本　田中	佐代子（筑波大学）
10:10-10:45	 納得を生むプレゼンのKNOW-HOW　三輪	佳宏（理化学研究所）
10:45-11:20	 英語プレゼン術:	効果的スライドデザインと発表　Laurean	ILIES（理化学研究所）
11:20-11:55	 論文執筆の秘策：Nature	に論文が載らなくても	Nature	よりもインパクトを得る方法？？？　	

有賀	克彦（物質・材料研究機構）
11:55-12:00	 閉会挨拶　矢島	知子（お茶の水女子大学）

13:30-13:35	 開会挨拶　田中	敬二（九州大学）
13:35-14:25	 半導体光触媒の基礎：人工光合成および環境浄化　阿部	竜（京都大学）
14:25-15:15	 錯体光触媒の基礎と応用例　石谷	治（東京工業大学）
15:30-16:20	 光触媒の産業への応用展開のために　佐山	和弘（産業技術総合研究所）
16:20-17:10	 光触媒の不思議：なぜ光？　井上	晴夫（東京都立大学）
17:10-17:15	 閉会挨拶　辻	勇人（神奈川大学）

13:30-13:35	 開会挨拶　二見	達（東ソー（株））
13:35-14:15	 マイクロリアクターが導く高速合成　永木	愛一郎（北海道大学）
14:15-14:55	 誰でも有機合成化学者！！～フローケミストリーと機械学習の融合～　間瀬	暢之（静岡大学）
15:05-15:45	 マイクロ流体デバイス：微量分析からワクチン・核酸医薬品製造まで　渡慶次	学（北海道大学）
15:45-16:25	 細胞の分離・選抜・処理　関	実（千葉大学）
16:35-17:15	 医薬品原薬製造へのフロー技術適用に向けた課題　松枝	拓見（武田薬品工業（株））
17:15-17:55	 プリンタ技術がここまで進化！？～インクジェット式シングルセル分注機～　堀	靖志（（株）マイク

ロジェット）
17:55-18:00	 閉会挨拶　二見	達（東ソー（株））

09:30-09:35	 開会挨拶　岡本	晃充（東京大学）
09:35-10:10	 てんかん治療薬ソチクレスタットの創製～未知の創薬ターゲットへの飽くなき挑戦～　小池	竜樹

（武田薬品工業（株））
10:10-10:45	 人類を脅かす薬剤耐性菌感染症と闘う　新規抗菌薬セフィデロコルの創製　山脇	健二（塩野

義製薬（株））
10:45-11:20	 迅速・低コスト・確実性　未来の医薬品開発のかたち　水島	徹（（株）LTTバイオファーマ）
11:20-11:55	 Deliver	“Medicines	that	matter”	for	patients～真に有効な治療薬の開発～　田中	晃

（アーサムセラピューティクス（株））
11:55-12:00	 閉会挨拶　田中	賢（九州大学）

13:30-13:35	 開会挨拶　今井	正（三井化学（株））
13:35-14:20	 廃棄プラスチックの高度マテリアルリサイクル　八尾	滋（福岡大学）
14:20-15:05	 複合プラスチックの液相プロセスによるケミカルリサイクル　渡邉	賢（東北大学大学院）
15:05-15:50	 ポリオレフィン系プラスチックのケミカルアップサイクル　田村	正純（大阪公立大学）
15:55-16:40	 中国輸入禁止とバーゼル条約附属書改正後の廃プラスチック輸出入とリサイクルの動向　吉田	

綾（国立環境研究所）
16:40-17:25	 使用済みプラスチックのリサイクル量累計100万トンを達成　栗山	常吉（昭和電工（株））
17:25-17:30	 閉会挨拶　田中	紳一郎（住友化学（株））

9:30-12:00
常識と限界を超え、新しい時代を拓くバイ
オのチカラ～創薬の常識を超えるクスリの
作り方～
Withコロナ時代の到来に向けて、創薬分野にも常
識と限界を超える化学とバイオの力が必要とされて
います。本セッションでは、医薬品開発の実例をもと
に、ブレイクスルーとなるような新たな種をどのよう
に見出し、それを「クスリ」に結び付けるためにどの
ような戦略で研究を進めてきたかについて紹介しま
す。また、最新の創薬事情についても議論します。

13:30-17:30
プラスチックのマテリアル・ケミカルリサイクル
近年廃プラスチックの輸入規制強化や海洋流出による
海洋プラスチック問題が世界的問題となっています。こ
れらに対し、廃プラスチックを有効に利用し、資源価値を
高めるためプラスチックのマテリアル・ケミカルリサイク
ルの必要性がますます高まっています。本セッションで
はその現状と今後について議論します。

10:00-18:00
産学官R&D紹介企画 -展示ブース-
企業や研究機関がポスターや製品サンプル・モデルの展示などで研究開発アクティビティを個性豊かに紹介します。

【出展社】 ①太陽ホールディングス(株)、②花王(株)、③(株)クレハ、④デンカ(株)、⑤新日本理化(株)、⑥Royal Society of Chemistry、⑦(株)ト
リケミカル研究所、⑧昭和電工(株)、⑨旭化成(株)、⑩味の素(株)、⑪日揮ユニバーサル(株)、⑫DIC(株)、⑬住友ベークライト(株)、⑭ロレアル リ
サーチ＆イノベーション、⑮日本ゼオン(株)、⑯ライオン(株)、⑰出光興産(株)、⑱帝人(株)、⑲ENEOS(株)、⑳(株)ADEKA、㉑信越化学工業(株)、
㉒JSR(株)、㉓日本軽金属(株)、㉔東ソー(株)、㉕三菱ケミカル(株)、㉖住友化学(株)、㉗パナソニックグループ、㉘エルゼビア・ジャパン(株)


